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先進的警備システム実証実験の検証結果をまとめました 

～空港ターミナルビル一般区域の警戒強化～ 

国土交通省は、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、空港ターミナル

ビル一般区域の警戒強化を目指し、先進的警備システムによる実証実験を行いました。 

  

１．実証実験の目的 

 先進的警備システムによる実証実験は、その導入効果を検証及び評価することにより空港タ

ーミナルビルへの先進的警備システム導入促進につなげると共に、同システムの性能向上を図

ることを目的に実施しました。 

 

２．実証実験の概要 

実証実験の実施に当たっては、外部有識者を含めた先進的警備システム実証実験評価会（以下「評価

会」という。）を設置し、要求水準、募集要項、参加事業者の選定、実証実験結果の評価などの重要事

項について評価会の審議を経た上で進めました。 

実証実験は、平成29年12月2日より12月19日の間で、東京国際空港国際線旅客ターミナルビルの

2階到着ロビーにおいて、公募の上選定された事業者の協力により、空港ターミナルビル一般区域で有

効と思われた機能を中心に実施しました。（別紙１参照） 

なお、評価会において個人情報や技術情報などには特に配慮すべきとの提言があったため、それらに

十分配慮した上で実験を行いました。（別紙２参照） 

実験終了後、各事業者から報告された検証結果は、評価会により評価を受け、総評として取りまとめ

られました。（「先進的警備システム実証実験検証結果の総評」平成30年3月13日 先進的警備システ

ム実証実験評価会） 

 

３．先進的警備システムの導入促進 

各事業者は、実証実験において空港ターミナルビル一般区域の特性を把握できたことにより性能向上

に寄与したと思われると共に、今後においても、検証結果を踏まえ更なる性能向上に活用されていくも

のと思われます。また、空港ターミナルビル一般区域の警戒強化に向け検証結果を活用すること

により、先進的警備システムの導入促進を図ります。 

 

 

 

国土交通省は、空港ターミナルビル一般区域の警戒強化対策として実施した、先進的警備シス

テム実証実験の検証結果をまとめました。複数のカメラ映像を先進的な技術により解析する機能

は、警戒強化のみならず警備負荷軽減にもつながることなどが確認されました。 

 



別紙 1 

実証実験で実施した主な機能 

 

実証実験は、空港ターミナルビル一般区域の警戒強化に有効と思われた以下の機能を主軸

に実施しました。各事業者によって様々な技術を応用していますが、機能毎に実施された実

験の一例を以下に示します。 

 

① 不審行動者追尾監視機能 

不審行動者を認識させ、その後の移動を追尾監視する等の機能【一例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 群衆行動解析機能 

群衆の動態を俯瞰的にとらえ、正常または異常を判断する等の機能【一例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 不審物検知機能 

有者が明確でない物体を不審物と判断し警報させる等の機能【一例】 

 

 

不審行動者を認識 不審行動者を追尾 不審行動者の移動軌跡 

360°カメラで俯瞰的に画像を捉え、 

画像を統計的に処理し、群衆状態を解析。 
人物位置を解析し、 
密集度をヒートマップ表示 

一定時間放置された物体を、不審物と判断し、警報。 
 



別紙２ 

情報セキュリティへの対応 

 

① 個人情報に配慮した実験 

評価会における審議過程において、空港利用者など一般の方が映り込む映像を取り

扱う実験となるため、個人情報に関する事項については特に配慮すべきとの提言を頂

き、実証実験を進めるに当たり「個人情報保護に関する基本指針（プライバシーポリ

シー）」を独自に定め、その目的や情報の安全管理措置などを明確化し、公表の上、

実施しました。 

 

② 技術情報に配慮した実験 

評価会では、各参加事業者が持ち寄った技術には開発途上のシステムも含まれてい

ることを想定し、個人情報と同様に技術に対する機密保持についても配慮が必要との

提言を頂きました。実証実験を進

めるに当たり、各参加事業者はも

ちろんのこと、評価会の各委員に

至るまで情報を取扱う関係者に

対し、守秘義務を徹底の上で実施

しました。また、評価会に提出さ

れた技術情報、警備情報を含む全

ての資料は、非公表非公開としま

した。 

 

③ 空港利用者へ配慮した実験 

実証実験を実施した空港ター

ミナルビルにおいては、その現場

に実証実験実施中を示すポスタ

ーを掲示し、実験の目的・方法・

プライバシーポリシー策定など

を空港利用者の目に見える形で

明確に示し実施しました。 

 

 

 

以上について対応し実証実験を行った結果、円滑に実証実験を進めることができ、広く

空港利用者からご理解を頂いたものと思います。 


